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3月12日初期消火向上に期待
　防災基盤整備事業によ
り、香取市消防団扇島東
組と北ノ台に小型動力ポ
ンプ積載車が更新され、
引渡し式が行われまし
た。今後は火災発生時や
災害時などで、機動力と
消化活動の向上に期待さ
れます。

2月21日魅力ある農業の確立へ
　農業の生産・流通・販
売・消費に視点を置き、
魅力ある農業の確立を目
的に施策を市へ提言する
香取市農業シンクタンク
が開催されました。菅谷
ＪＡかとり代表理事組合
長が会長に任命されまし
た。

　㈶自治総合センターの
「平成18年度一般コミュ
ニティ助成事業」を活用
して、佐原囃子保存会に
下座道具が整備されまし
た。この事業は、コミュ
ニティの健全な発展を図
り、宝くじの普及を目的
に行われています。

下座道具を整備
　
₃
月
27
日
は
香
取
市
誕
生
1

周
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
宅
急
便

　
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
小
劇

場
」
が
₃
月
25
日
、
佐
原
文
化

会
館
で
行
わ
れ
、
多
く
の
応
募

者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た

家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
宇
井
市
長
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放

送
局
遠
藤
局
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に

待
っ
て
い
た
体
操
の
お
ね
え
さ

ん
が
登
場
。
子
ど
も
た
ち
は
会

場
を
所
狭
し
と
、
お
ね
え
さ
ん

の
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
歌
に
あ

わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン

タ
ン
が
登
場
す
る
と
、
会
場
は

一
段
と
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も

た
ち
に
は
楽
し
い
思
い
出
の
ひ

と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

Vol.

13

香
取
遺
産

　

上
小
川
の
円
通
寺
に
肥
前
鹿
島
藩

鍋
島
氏
ゆ
か
り
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。

　

鍋
島
氏
は
、
江
戸
時
代
佐
賀
地
方

で
35
万
石
余
を
領
有
し
て
い
た
比
較

的
大
き
な
外
様
大
名
で
、
薩
摩
・
長

州
・
土
佐
と
並
ん
で
明
治
維
新
を
推

進
し
た
藩
と
し
て
も
有
名
で
す
。
藩

祖
は
直
茂
、
初
代
藩
主
は
勝
茂
︵
直

茂
の
長
男
︶
で
す
。
鍋
島
藩
に
は
3

つ
の
支
藩
︵
鹿
島
・
小お
ぎ城
・
蓮
は
す
の
い
け
池
︶

が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
島
藩
は
慶
長
14

年
︵
1
6
0
9
︶
に
直
茂
に
よ
り
創

設
さ
れ
、
そ
の
次
男
で
あ
っ
た
忠
茂

が
初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

円
通
寺
の
墓
所
内
に
は
、
こ
の
初

代
鹿
島
藩
主
で
あ
る
忠
茂
を
始
め
と

す
る
5
基
の
墓
石
が
横
一
列
に
建
っ

て
い
ま
す
。

　

向
か
っ
て
右
か
ら
、
4
代
直な
お
む
ね旨
・

3
代
正ま
さ
や
す恭
・
初
代
忠
茂
・
忠
茂
妻
・

2
代
正
茂
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
に
建
つ
忠
茂
墓
石
は
、
高
さ
が

約
1
8
0
㎝
、
五
輪
塔
形
式
で
、
長

年
の
風
化
で
全
体
に
損
傷
が
見
ら
れ

ま
す
。
銘
文
は
麿
滅
に
よ
り
判
読
が

困
難
で
す
が
、
正
面
に
は
﹁
得
髄
院

殿
悟
叟
浄
頓
大
居
士
﹂
と
い
う
戒
名

と
、﹁
寛
永
元
甲
子
年
八
月
四
日
﹂
と

い
う
没
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
忠

茂
は
晩
年
病
気
療
養
の
た
め
、
上
小

川
に
住
み
、
41
歳
の
若
さ
で
当
地
に

て
歿
し
ま
し
た
。

　

慶
長
5
年
︵
1
6
0
0
︶、
徳
川
家

康
な
ど
の
東
軍
が
勝
利
し
た
﹁
関
が

原
の
戦
い
﹂
で
は
、
鍋
島
家
は
佐
賀

で
静
観
し
て
い
ま
し
た
が
、
勝
茂
が

西
軍
に
味
方
し
た
た
め
当
家
の
立
場

が
危
う
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
憂

慮
し
た
直
茂
は
次
男
忠
茂
を
家
康
の

嫡
子
で
あ
る
秀
忠
の
小
姓
と
し
て
差

し
出
し
ま
し
た
。
忠
茂
は
そ
の
忠
勤

ぶ
り
に
よ
り
、
幕
府
か
ら
下
総
矢
作

領
5
千
石
を
賜
り
領
地
と
し
ま
し
た
。

鹿
島
藩
が
創
設
さ
れ
る
前
の
こ
と
で

す
。

　

忠
茂
の
歿
後
、
嫡
子
の
正
茂
が
鹿

島
領
・
矢
作
領
合
せ
て
2
万
5
千
石

を
継
ぎ
ま
す
が
、
故
あ
っ
て
寛
永
19

年
︵
1
6
4
2
︶
に
鹿
島
藩
主
の
座

を
返
上
し
、矢
作
領
の
5
千
石
を
も
っ

て
鍋
島
氏
は
徳
川
家
の
旗
本
と
な
り
、

5
代
長
行
の
、元
禄
11
年︵
1
6
9
8
︶

に
三
河
国
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
史
跡
に

鍋
島
氏
と
矢
作
領

ぐ ～チョコランタン小劇場

▲丸厨子に安置された観音像

香取市には、楽しいイベントや出来事
が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの話題を
ご紹介します。

通
信

香取市誕生1周年記念イベント

　

円
通
寺
は
、
忠
茂
代
の
元
和
2
年

︵
1
6
1
6
︶
に
菩
提
寺
と
し
て
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
は
嘉
永
年
中
の

火
災
に
よ
り
焼
失
し
、
現
在
は
観
音

堂
一い
ち
う宇
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
観
音
堂
は
大
正
12
年
︵
1
9
2
3
︶

に
鹿
島
藩
主
の
子
孫
が
先
祖
供
養
の

た
め
に
建
立
・
寄
進
し
た
建
物
で
す
。

　

昭
和
59
年︵
1
9
8
4
︶9
月
1
日
、

鍋
島
氏
の
墓
所
は
﹁
肥
前
鹿
島
藩
鍋

島
氏
の
遺
跡
﹂
と
し
て
市
指
定
の
史

跡
と
な
り
、
忠
茂
夫
妻
と
正
茂
、
直

旨
の
4
つ
の
位
牌
、
金
銅
製
観
世
音

菩
薩
立
像
1
体
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
観
世
音
菩
薩
像
は
約
7
㎝
の
小

さ
な
仏
像
で
、
鍋
島
家
の
家
紋
で
あ

る
杏
葉
を
扉
に
配
し
た
丸ま
る
ず
し

厨
子
に
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
口く
で
ん伝
に
よ
れ
ば
、

こ
の
観
音
像
は
忠
茂
の
守
護
仏
で
、

も
と
も
と
兜
の
鍬
形
台
正
面
、
篠
垂

れ
の
と
こ
ろ
に
取
り
付
け
て
あ
っ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

「
九
州
大
名
家
ゆ
か
り
の
墓
所
」

鍋
島
氏
の
遺
跡

▲多くの家族連れが訪れた会場内

▲市指定史跡の肥前鹿島藩鍋島氏墓所


